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穂横文雄先生を偲ぶ




た大き盲D表面に薄ネスミ色のケイ線が10本ばかり掛 こ走 り,上の欄外に ( )
No- ,下の欄外左二万に TITLE,石方に PAGE と印刷されたもの｡ 裏面は無地｡
1枚Elを見ると,Lesfemme5(1)なる見出しのもとに,箇条書き原いこ
MarluCCla 〔S) VolVIICh IX p 185-
(F) VoIIV.Ch XIX,p481*
というように,ギッシリ埋っている02枚目は LesFemme(2)で,同様に, ほは一
面にメモが記され,欄外左方に DonQulXhoteJ p l05とある｡ 3枚目には上の欄外




























枯忠夫教授の 『知的生産の技術』岩波新書1969.であるO梅樽教授が, 1 発見の手順,
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100 (210) 第125巻 第3号
Casanovaや王葬の立場 ･運命に対する,同情の涙, ヒューマニズムに根ざす懐疑 ･
批判の精神が先生を駆って筆を執らしめた,という風に考えることは出来ないであろう
かoそこにまた, 二千万人といえども吾徒かん;とする学問的情熱と,人間性に対する
深い洞察とを見過すことは出来ないと思うのであるD
-斎居士の言うとおり,比の学は吾人一年の負担であるD当に簸れて後己むべし (言
志後録)である.先生胤 よくこれを窮を以て実践せられたQただ,死生の権は天に在
り｡当に順いて之を受くべし (吉志録)である｡古歌を引いて結びの語にかえさせて頂
く｡
あるときは ありのすさひに かたらわで
なくてぞひとの こいしかりける
